別紙様式第１号
研　修　計　画
　　年　　月　　日
公益社団法人あおもり農業支援センター理事長　殿　
○○市大字○○字○○○－○
　　　　　　○○アパート○棟○号室
　　　　　　　　　　　　　[申請者]　　氏　名：青森　太郎　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：○○○－○○○－○○○○
携帯番号：○○○－○○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生年月日：平成○○年○月○日：○○歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：○○○○○○○○○○○
　
農業人材力強化総合支援事業実施要綱（平成2
4年４月６日付け23経営第3543号農林水産事務次官依命通知）別記１第６の１の（１）の規定に基づき研修計画の承認を申請します。

なお、第７の３の規定に基づき本計画の内容を含め、本事業に係る交付対象者の情報は関係機関において共有されることに同意します。
また、実施要綱の規定を遵守し、就農するための研修に励むことを誓約します。

なお、実施要綱の規定により、当該資金の交付を停止され、一部又は全部を返還することについて異議はありません。その際には、既に交付を受けた資金の一部又は全部を返還することを（連帯保証人の署名又は押印を添えて）誓約します。
１　農業を始めようと思った理由              
	前職では食料品流通に関わる仕事をしており、その中で生産者との交流を通じて農業にビジネスチャンスを感じ、自分でも取り組んでみたいと強く思うようになった。

　また、自分が作った「安全・安心」なこだわり農産物や加工品を消費者に提供し喜んでいただくことに強い魅力を感じ、就農を決心した。


２　就農時に係る計画
	就農希望地
	○○市
	就農予定時期
（就農予定時の年齢）
	令和４年　６月
（　　　歳）

	就農形態
	☑新たに農業経営を開始＊１
□親（三親等以内の親族を含む。以下同じ。）の農業経営とは別に新たな部門を開始＊２
□親の農業経営を継承＊３
　（□全体、□一部）
□雇用就農
□親元就農＊４

　　□親の経営の全体を継承、□法人の（共同）経営

　　経営継承（法人の場合は経営者となる）予定時期　年　月

	経営面積＊５
飼養頭羽数
	３０ a・頭・羽（合計）
	農業所得目標＊５
	２５０万円/年

	経営内容＊５
	作目： 夏秋トマト ３０a
作目： ほうれん草、小松菜（トマト後作） ２０a


　　　＊１　非農家出身者で独立・自営就農する者の場合
＊２　農家出身者で親の農業経営を継承せずに独立・自営就農する者の場合
＊３　農家出身者で親の農業経営を継承して独立・自営就農する者の場合
＊４　三親等以内の親族の経営する農業経営体に就農する者の場合
＊５　就農５年後の目標を記入する（雇用就農又は親元就農の場合は記入不要）
３　将来の就農ビジョン（生産物の販売方法などを記載）＊６　
	〇〇市内の農地を購入し、パイプハウスを建設して夏秋トマトをメインに就農する。
　冬場は、無加温栽培でのほうれん草、小松菜を後作で作付けする。
出荷はＪＡを基本とし、会社員時代の人脈を活用してスーパーなどの小売業者とも直接取引できるようにしていきたい。

トマトジュースやケチャップの加工品製造にも取り組み、将来的には法人化を目指す。


　　　＊６　第３の１の（５）の場合は、ア及びイについて記載する。
４　計画を達成するための研修＊7　　　
1 研修内容等          

	名　称
	公益社団法人あおもり農業支援センター
	所  在  地
	○○市大字○○字○○ ○-○

	専　攻　・
営 農 部 門
	
	研修期間
	令和３年４月１日
　　～令和４年３月３１日

	研修内容
１　新規就農者養成研修

（１）実務研修（〇〇農園）

○　夏秋トマトの一連の栽培技術

○　ほうれん草、小松菜といった冬野菜の栽培技術

○　トマトの加工品生産技術
（２）座学研修

　　○　栽培基礎、経営基礎、販売基礎、資金活用、農業機械基礎、


＊７　研修先が複数の場合は記入欄を追加して記入する。
2 交付期間（準備型）
	令和３年４月１日～令和４年３月３１日


　５　その他
	常勤の雇用契約の締結
	□　締結している
☑　締結していない

	生活費の確保を目的とした国の他の事業による給付等（例：生活保護制度、雇用保険制度（失業手当）等）
	□　給付等を受けている
☑　給付等を受けていない

	過去に準備型、就職氷河期世代の新規就農促進事業（令和元年度補正 予算、令和２年度補正予算）による資金の交付
	□　交付を受けたことがある
☑　交付を受けたことがない

	傷害保険の加入
	☑　加入している
□　４の②の交付期間の開
始日までに加入する
□　加入しない

	前年の世帯全体の所得＊８
	　　　　　　
３００万円

	前年の世帯全体の所得が600万円を超えているにもかかわらず資金交付が必要な理由（超える場合のみ記入）


	
	

	
	※センターの記入欄
生活費確保の観点から支援対象とすべき切実な事情の有無（□有　　□無）
【所見】


　　＊８　「世帯」とは本人のほか、同居又は生計を一にする別居の配偶者、子及び父母が該当。「所得」とは、地方税法第292条第１項第13号に定める「合計所得金額」。
６　連帯保証人
	住　所

氏　名
連絡先

	住　所

氏　名
連絡先


　　
　　＊９　連帯保証人は２名とし、その内１名は申請者と生計を異にする者とする。
添付書類 
別添１：先進農家等で研修を受ける場合は　受講する研修のカリキュラム（研修実施スケジュール、研修内容、習得する技術等が分かる研修実施計画）を添付。先進農家等以外で研修を受ける場合は、受講する研修のカリキュラム及び受講が認められていることを証する書類
別添２：履歴書
別添３：離職票の原本（離職票の掲示が可能な場合）
別添４：農業研修に関する確認書（センターや先進農家等で研修する場合。）

別添５：確約書（研修終了後、親元就農する予定の場合）
別添６：傷害保険に加入している場合は傷害保険証書の写しを添付。交付期間が開始するまでに加入予定の場合は、加入を検討している傷害保険の内容がわかるもの（パンフレット等）を添付し、加入後に傷害保険証書の写しを理事長に提出すること。
別添７：個人情報の取り扱いに係る同意書
別添８：前年の世帯全員の所得を証明する書類
　　　　　前年の世帯全体の所得が600万円を超える場合は、必要に応じて生活費確観点から
資金を必要とする理由欄に記載した事情の裏付けとなる書類を添付。
　　別添９：身分を証明する書類（運転免許証、パスポート等の写し）
別添１
研 修 実 施 計 画
１．研修内容
	年 　月
	研修時間
	内　　　　　　容

	令和３年４月
	１５０
	ハウス準備、施肥、耕起、トマト定植等

	５月
	１５０
	トマト栽培管理（わき芽とり、誘引、かん水、ホルモン処理）等

	６月
	１５０
	トマト栽培管理、農薬散布、機械操作等

	７月
	１５０
	トマト栽培管理、農薬散布、収穫、出荷調製、機械操作等

	８月
	１５０
	トマト栽培管理、農薬散布、収穫、出荷調製、機械操作等

	９月
	１５０
	トマト栽培管理、農薬散布、収穫、出荷調製、機械操作等

	１０月
	１５０
	トマト栽培管理、農薬散布、収穫、出荷調製、機械操作等

	１１月
	１５０
	トマト栽培管理、収穫、出荷調製等

	１２月
	１２０
	トマト片付け、ハウス片付け、機械整備等

	令和４年１月
	１２０
	葉物野菜栽培管理、販売・流通、簿記記帳等

	２月
	１００
	葉物野菜栽培管理、ハウス除雪、経営管理、販売・流通

	３月
	１２０
	葉物野菜収穫・出荷調製、ハウス除雪、経営管理、販売・流通、申告等

	研修時間合計
	１６６０
	


２．習得する技術
・夏秋トマトの一連の栽培技術

・ほうれん草、小松菜といった冬野菜の栽培技術

・トマトの加工品生産技術
・出荷方法、選果方法、販路開拓（営業）
・農業経営、簿記記帳、確定申告の方法
	上記の研修内容で研修を実施します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 　　月 　　日
　　
（研修先名称）　○○農園　　　　　　　　　　　　　　　印
（住所）　○○市大字○○○○丁目○ー○
（電話番号）００００－００－００００


　　
　※上記内容が記載された研修実施計画等であれば、本様式に限らない。
別添２
履　　歴　　書
１．氏名等
	(ふりがな)
	○○し○まち○ちょうめ

	住　所

	〒 ○○○－○○○○
○○市大字○○字○○○－○○○アパート○棟○号室


	(ふりがな)
	

	　
連絡先
	〒□□□－□□□□
同上

	(ふりがな)
	
	生  年  月  日
	年 齢
	性別
	電  話  番  号

	氏　　名
	青森　太郎　印
	昭和　　年　月　日
	 　歳
	1.男
2.女
	○○○○

	２．家族構成

	氏　　名
	続 柄
	生年月日
	住　　　所　

	青森　○○
	　母
	昭和20年9月1日
	○○市○○○町○丁目○－○

	青森　○○
	　妻
	昭和55年12月1日
	〃

	青森　○○
	　子
	平成20年5月1日
	〃

	青森　○○
	祖母
	
	


３．学歴等
	履
歴

	年
	月
	学歴・職歴(各別に記入)
	
	
	
	

	
	Ｈ４
	３月
	○○立○○中学校卒業
	
	
	
	

	
	Ｈ４
	４月
	○○立○○高等学校入学
	
	
	
	

	
	Ｈ７
	３月
	同校卒業
	
	
	
	

	
	Ｈ７
	４月
	○○立○○大学○○部入学
	
	
	
	

	
	Ｈ１１
	３月
	同大学卒業
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	職歴
	年
	月
	免許・資格
	

	
	Ｈ１１
	４月
	（株）○○○○入社
	Ｈ７
	８
	普通自動車免許
	

	
	Ｒ２
	２月
	同社退社
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


別添４-１
農業研修に関する確認書（センター）
農業人材力強化総合支援事業実施要綱（平成24年４月６日付け23経営第3543号農林水産事務次官依命通知）別記１第２の１の研修を実施するに当たり、受入農業経営体　　　　（以下「甲」という。）、研修生　　　　（以下「乙」という。）及び研修機関公益社団法人あおもり農業支援センター理事長　　　（以下「丙」という。）は、農業研修について、次のとおり確認する。
第１条（研修期間）

研修期間は、　年　月　日から　年　月　日までとする。

第２条（研修生の責務）

乙は、研修期間中、丙及び甲の指示に従い、誠実な研修を遂行するとともに、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１）乙は、研修期間中に知り得た甲の業務上の機密、又は甲と取引する顧客情報等（個人情報含む。） について、他に漏洩してはならない。

（２）乙は、甲の信用を害し品位を傷つける行為、研修の目的を逸脱する行為、その他不道徳な行為及び不法な行為をしてはならない。

（３）乙は、研修期間中の不慮の事故に備え、あらかじめ傷害保険及び個人賠償責任保険に加入しなければならない。

（４）乙は、研修計画に即して必要な技能を習得しなければならない。
（５）上の（１）から（４）に違背した場合、甲は丙に対し研修の継続について協議を求めるものとする。
第３条（受入農業経営体の責務）

（１）甲は、乙が研修終了後速やかに独立・自営就農、雇用就農又は親元就農し、就農後５年以内に農業経営を継承する又は法人の経営者となることができるよう適切に生産技術等を習得させなければならない。

（２）甲は、乙を労働者として扱ってはいけない。また、適宜、休養日（４週間を通じて４日以上が目安）を設けるよう乙を指導し、乙が過労とならないよう配慮すること。
（３）研修時間は、おおむね年間1,200時間以上2,000時間を超えない範囲で実施するものとする。また、１か月の研修時間はおおむね100時間以上を確保すること。
（４）丙が開催する座学研修へ乙を出席させるとともに、これを研修時間に加えるものとする。
第４条　研修機関の責務
丙は、乙の研修状況を把握し、問題がある場合は直ちに対処しなければならない。
第５条（損害賠償）

（１）乙は、研修中に、その責めに帰する事由により、甲又は第三者に損害を与えた場合には、その損害を賠償しなければならない。

（２）乙は、研修における不慮の事故について、第２条（３）の規定に基づく傷害保険による給付があったときには、甲及び丙に対し、当該不慮の事故についての損害賠償その他一切の請求を行わないものとする。

第６条（その他）
この確認書に定める事項について疑義が生じた場合、又はこの確認書に定めのない事項については、確認書の趣旨にのっとり、甲、乙及び丙協議の上、定めるものとする。
本確認書締結の証として、本書３通作成し、甲、乙及び丙記名捺印の上、それぞれ各１通を保有する。
　年　月　日　　甲（受入農業経営体）
（住　所）
（氏　名）　　　　　　　　　　　　　　　　　印
乙（研修生）
（住　所）
（氏　名）　　　　　　　　　　　　　　　　　印
丙（研修機関名）
（住　所）青森県青森市新町二丁目４番１号　青森県共同ビル６階
（氏　名）公益社団法人あおもり農業支援センター
理 事 長　　　　　　　　　　　　　印
別添４-２

農業研修に関する確認書（先進農家等）
　　　　　　　※１（以下、甲という）と　　　　　※２（以下、乙という。）とは、農業研修について、次のとおり確認する。（※１には研修先氏名、※２には研修生氏名を記入する。）
第１条（研修期間）
　研修期間は、　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日までとする。
第２条（研修生の責務）
　乙は、研修期間中、甲の指示に従い、誠実な研修を遂行するとともに、次に掲げる事項を遵守しなければならない。
（１）乙は、研修期間中に知り得た甲の業務上の機密、または甲と取引する顧客情報等（個人情報含む。）について、他に漏洩してはならない。
（２）乙は、甲の信用を害し品位を傷つける行為、研修の目的を逸脱する行為、その他不道徳な行為及び不法な行為をしてはならない。
（３）乙は、研修期間中の不慮の事故に備え、あらかじめ傷害保険に加入しなければならない。
（４）乙は、研修計画に即して必要な技能を習得しなければならない。
（５）上の（１）から（４）に違背した場合、甲の判断により研修を即時中止することができるものとする。
第３条（研修受入先の責務）
（１）甲は、乙が独立・自営就農、雇用就農又は親元就農し、就農後５年以内に農業経営を継承する又は法人の経営者となることができるよう適切に生産技術等を教えなければならない。
（２）甲は、乙を労働者として扱ってはいけない。
第４条（損害賠償）
（１）乙は、研修中に、その責めに帰する事由により、甲又は第三者に損害を与えた場合には、その損害を賠償しなければならない。
（２）乙は、研修における不慮の事故について、第２条（３）の規定に基づく傷害保険による給付があったときには、甲に対し、当該不慮の事故についての損害賠償その他一切の請求を行わないものとする。
第５条（費用の負担）
（１）研修に要する経費（　　　　）は、甲が負担する。
（２）研修に要する経費（　　　　）は、乙が負担する。

　　第　条（研修謝金）
　　　乙は甲に月額　　万円を支払う。
第６条(その他)
　この確認書に定める事項について疑義が生じた場合、またはこの確認書に定めのない事項については、確認書の趣旨に則り、甲・乙協議の上、定めるものとする。
　本確認書締結の証として、本書２通作成し、甲・乙記名捺印の上、それぞれ各１通を保有する。
     　　　　　　年　　月　　日　　　　　甲    
                                            (住　所）
                                            (研修先）
                                            (氏　名）                                  印
                                         　 乙                 

                                            (住　所）
                                            (氏　名）　　　　　　　　　　　　　　　印
別添５
確　約　書

　年　月　日

公益社団法人あおもり農業支援センター理事長　殿

［申請者］住所：○○市大字○○字○○○－○
○○アパート○棟○号室　　　
氏名：青　森　太　郎　　印　　　　

（生年月日：昭和○○年○月○日：○○歳）
私は、研修終了後に親元就農する予定であるため、農業人材力強化総合支援事業実施要綱の規定に基づき、下記の事項を実施することを確約します。
なお、同要綱の規定が遵守できなかった場合は、当該資金を全額返還いたします。
記
１　就農に当たって家族経営協定等を締結し、私の責任や役割を明確に規定すること。
２　就農後５年以内に、当該農業経営を継承する又は当該農業経営を法人化している場合は当該法人の経営者となる（親族との共同経営者になる場合を含む。）こと。
（親元就農先）
	経営主の氏名
（法人化している場合は法人名も）

	

	経営主の住所
（法人化している場合は所在地も）
	


	年　　月　　


（当該農業経営を継承する又は当該法人の経営者となる予定の時期）
別添７
　公益社団法人あおもり農業支援センター理事長　殿

個人情報の取扱い

	農業人材力強化総合支援事業に係る個人情報の取扱いについて
あおもり農業支援センターは、農業人材力強化総合支援事業の実施に際して得た個人情報について、「個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）」及び関係法令に基づき、適正に管理し、本事業の実施のために利用します。

また、あおもり農業支援センターは本事業による交付対象者の研修状況や就農状況の確認等のフォローアップ活動、交付申請内容の確認、国等への報告等で利用するほか、本事業等の実施のために、提出される申請書類の記載事項を、データベースに登録し、必要最小限度内において関係機関（注）へ提供し、又は確認する場合があります。
関係機関（注）

国、全国農業会議所、都道府県、市町村、市町村農業委員会、青森県農業会議、青森県農業共済組合連合会




	個人情報取り扱いの確認

	「個人情報の取扱い」に記載された内容について同意します
 　年　 月 　日
　　　　　　　　　　　　　

（法人・組織名）
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　青　森　太　郎　　　印


※本欄は交付主体等の記入欄





 





生活費確保の観点から支援対象とすべき切実な事情の有無（□有





 





□無）





 





【所見】





 





一人暮らしの場合は、実家の連絡先などを記載する。





本人以外の同居家族を記載。


ただし、一人暮らしの場合は両親や兄弟など記載。





以下の個人情報の取扱いについてよくお読みになり、その内容に同意する場合は「個人情報の取扱いの確認」欄に署名をしてください。
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